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栗東駅東口周辺の状況について 
 

１．現状の整理 

（１）栗東駅東口周辺の都市づくりの経緯 

・栗東駅東口においては、平成３年の栗東駅開業から、各種都市機能の誘導など、順次、都

市づくりが進められている。 

・平成 18 年には、大宝東小学校が開校し、合わせて、ウイングプラザ内にコミュニティセ

ンターや児童館が設置された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３年(1991年)３月  栗東駅開業 

 

平成 10年(1998年)３月  栗東芸術文化会館さきら開館 

             栗東サティ開業 

 
平成 11年(1999年)３月  ウイングプラザ開業 

 
平成 12年(2000年)２月  栗東駅前交番開設 

平成 14年(2002年)７月  栗東サティ閉鎖決定（2003.2月末） 

 
平成 15年(2003年)４月  アルプラザ栗東開業 

平成 18年(2006年)２月  栗東西図書館開館(ウイングプラザ２階) 

平成 18年(2006年)４月  大宝東小学校開校 

             コミュニティセンター大宝東開館(ウイングプラザ３階) 

             大宝東児童館開館(ウイングプラザ３階) 

平成 21年(2009年)４月  栗東市諸証明サービスコーナー開設 

(ウイングプラザ２階) 

資料２ 
（2013.02.19） 
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平成３年 

栗東駅開業 

平成10年 

栗東芸術文化会館 

さきら開館 

平成10年 

栗東サティ開業 

平成 14年 

栗東サティ閉鎖決定 

平成 15年 

アルプラザ栗東開業 

平成11年 

ウイングプラザ 

開業 

平成12年 

栗東駅前交番開設 

平成21年 

栗東市諸証明 

サービスコーナー 

開設 

平成18年 

栗東西図書館、コミュ

ニティセンター大宝

東、大宝東児童館開館 
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（２）本市の人口・世帯数 

 

 

 

・本市の人口は、平成 22 年時点で 63,655 人となっており、昭和 60 年から平成 22 年の 25

年間で約 52.2％増加している。 

・最近５年間の増加率は 6.3％となっており、県全体と比べても高い増加率となっている。 

・その一方で、昭和 60年から平成 22年にかけての５年ごとの増加率は、平成７年～平成 12

年の 12.5％をピークにして、鈍化傾向にある。 

・本市の世帯数は、平成 22年時点で 22,614世帯となっており、昭和 60年から平成 22年の

25年間で 87.9％増加している。 

・最近５年間の増加率は、9.5％となっており、県全体と比べても高い増加率となっている。 

・その一方で、昭和 60年から平成 22年にかけての５年ごとの増加率は、平成７年～平成 12

年の 18.1％をピークにして、鈍化傾向にある。 

・世帯人員は一貫して減少しており、平成 22 年時点で 2.81 人/世帯となっている。昭和 60

年と比べると、約 0.67人/世帯減少している。 

 

表１ 人口・世帯数の推移 

 
昭和 60年 平成２年 平成７年 平成 12年 平成 17年 平成 22年 

人口 増加率 人口 増加率 人口 増加率 人口 増加率 人口 増加率 人口 増加率 

人口 
栗東市 41,828 － 45,049 7.7 48,759 8.2 54,856 12.5 59,869 9.1 63,655 6.3 

県全体 1,155,844 － 1,222,411 5.8 1,287,005 5.3 1,342,832 4.3 1,380,361 2.8 1,410,777 2.2 

世帯数 
栗東市 12,036 － 13,527 12.4 15,493 14.5 18,290 18.1 20,648 12.9 22,614 9.5 

県全体 320,252 － 352,364 10.0 394,848 12.1 440,294 11.5 479,217 8.8 517,748 8.0 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 人口・世帯数・世帯人員の推移  資料：国勢調査 

本市の人口・世帯数は増加傾向にあるが、その増加率は平成７年～平成 12 年をピーク

に減少傾向にある。 
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（３）小学校区別の人口・世帯数 

 

 

 

 

・大宝学区の人口・世帯数は、平成 24年時点で、8,236人、2,962世帯である。人口・世帯

数ともに、平成 18年以降、一貫して増加している。 

・平成 18年～平成 24年にかけての人口の増加率は約 13.6％であり、年平均で約 2.3％増加

している。また、平成 18年～平成 24年にかけての世帯数の増加率は約 17.9％であり、年

平均で約 3.0％増加している。 

・大宝東学区の人口・世帯数は、平成 24年時点で 5,818人、2,041世帯である。人口・世帯

数ともに平成 20 年にピークに達し、それ以降は細かく増減しているが、ほぼ横ばいで推

移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 大宝学区の人口の推移  資料：住民基本台帳および外国人登録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 大宝東学区の人口の推移  資料：住民基本台帳および外国人登録 

大宝学区は、人口・世帯数ともに増加傾向にある。 

大宝東学区は、人口・世帯数ともに平成 20 年にピークに達し、それ以降は横ばいで推

移している。 
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（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 人口・世帯数の推移（H3～H17:旧大宝学区、H18～H24：大宝学区と大宝東学区の合計）  資料：住民基本台帳および外国人登録 
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（４）本市の年齢階層別人口 

 

 

 

・平成 22 年時点で、本市の 15 歳未満の年少人口は 12,412 人（19.5％）、15 歳以上 65 歳未

満の生産年齢人口は 41,828人（65.8％）、65歳以上の老年人口は 9,283人（14.6％）とな

っている。 

・県全体と比較すると、年少人口および生産年齢人口の割合が高く、老年人口の割合は低い

水準にある。 

・年齢階層別人口の推移をみると、年少人口の割合は、昭和 60年～平成 12年にかけて減少

していたが、それ以降は微増傾向にある。 

・その一方で、老年人口は年々増加傾向にあり、生産年齢人口の割合は、平成７年をピーク

に減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 年齢階層別人口の推移  資料：国勢調査  ※年齢不詳は含まない 

 

本市は、年少人口および生産年齢人口の割合が高い。その一方で、老年人口の割合が、

年々増加傾向にある。 
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（５）小学校区別の年齢階層別人口 

 

 

 

・大宝学区の年齢階層別人口は、市全体と比較すると、年少人口および生産年齢人口の割合

が高く、老年人口の割合が低い。 

・その推移をみると、年少人口は平成 22 年以降、微減傾向にある。一方で、老年人口は増

加傾向にある。 

・大宝東学区の年齢階層別人口は、市全体と比較すると、年少人口の割合が顕著に高く、老

年人口の割合が低い。 

・その推移をみると、年少人口は平成 21 年以降、微減傾向にある。一方で、老年人口は微

増傾向にある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 大宝学区の年齢階層別人口の推移  資料：住民基本台帳および外国人登録（大宝学区）、平成22年国勢調査（市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 大宝東学区の年齢階層別人口の推移  資料：住民基本台帳および外国人登録（大宝学区）、平成22年国勢調査（市） 

大宝学区、大宝東学区ともに年少人口の割合が高く、老年人口の割合が低い。特に、大

宝東学区でその傾向が顕著である。 
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（６）市民の通勤・通学先 

 

 

 

・市民の通勤先は市内（12,921 人）が最も多い。次いで、近隣の草津市（5,033 人）、大津

市（2,294人）、守山市（2,126人）が多い。 

・県内の市町に通勤する人は 13,885 人となり、市内に通勤する人を上回る。また、県外に

通勤する人は 2,983人となる。 

・市民の通学先は市内（715人）が最も多い。次いで、近隣の草津市（531人）、大津市（432

人）が多い。 

・県内の市町に通学する人は 1,432人、県外に通学する人は 821人となり、市内に通学する

人を上回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 市民の通勤・通学先  資料：平成 22 年国勢調査 

通勤先は市内が最も多い。近隣の草津市、大津市、守山市も比較的多い。 

通学先は市内が最も多い。近隣の草津市、大津市だけでなく、京都府内も比較的多い。 
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（７）栗東駅の利用者数・バスの利用状況 

 

 

 

・平成３年の栗東駅開業後、駅利用者数は一貫して増加傾向にあり、平成 23 年は約 447 万

人(平成３年の約 4.6倍、351万人増)、一日平均 12,259人(平成３年の約 4.6倍、約 9,600

人増)が利用している。 

・コミュニティバス「くりちゃんバス」は、現在、６路線で運行している。くりちゃんバス

の年間輸送人員、１日平均輸送人員は、平成 23年時点で 49,935人、205人となっており、

平成 19年をピークに減少傾向にある。 

・栗東駅では、くりちゃんバスが３路線（大宝循環線、草津駅・手原線、宅屋線）、民営バ

スが３路線（金勝線、済生会病院線、古高大宝線）の計６路線が運行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 栗東駅の乗降客数等の推移  資料：西日本旅客鉄道㈱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 くりちゃんバスの年間輸送人員、１日平均輸送人員の推移  資料：生活安全課 
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（８）商業 

 

 

 

・小売業の商店数は、平成 21年時点で 409店舗となっており、ほぼ 400～450店舗で横ばい

傾向にある。 

・小売業の従業者数は、平成 21年時点で 4,158人となっており、多少の増減はあるものの、

一貫して増加傾向にある。 

・小売業の年間販売額は、平成 19 年時点で 768.2 億円となっており、平成９年以降増加傾

向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 小売業の商店数、従業者数の推移 

資料：商業統計調査(S63～H19)、経済センサス・基礎調査(H21) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 小売業の年間販売額の推移  資料：商業統計調査 
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本市の小売業の商店数は減少傾向にある。その一方で、小売業の従業者数および年間販

売額は増加傾向にある。 
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２．上位計画等の整理 

（１）第五次栗東市総合計画（平成 22年 3月策定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗東駅周辺を『都市居住拠点』に位置付けています 

ＪＲ手原駅・安養寺周辺の生活文化拠点やＪＲ栗東駅周辺の都市居住拠点において、生活・

文化などの都市機能の集積、充実を図るなど、これら鉄道駅周辺を中心にした、都心、まち、

里、自然が効率的に結びつき、多様な魅力を発揮する、利便性の高い都市構造をつくります。 

さらに、ＪＲ手原駅とＪＲ栗東駅を結ぶ中間に位置する地域周辺についても、環境・産業拠

点としての土地利用を計画的に推進します。 
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（２）都市計画の状況 
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（３）第三次栗東市都市計画マスタープラン（平成 23年 10月策定） 

 

 

 

将来都市構造図 

栗東駅周辺を『都心風格エリア』及び『都心居住拠点』に位置付けています 

【都心風格エリア】 

・栗東駅周辺～手原・安養寺周辺にかけては、集積する都市機能の活用や商業の振興を図るとともに、鉄道駅へ

のアクセスを高め、鉄道駅を中心に、自然や歴史・文化資源との連携により個性的でにぎわいのある生活空間

の形成、生活利便性の向上を目指します。 

・快適に歩ける歩行者空間や、栗東駅～手原駅を結ぶ自転車道、利用しやすいバスネットワークなどによりエリ

ア内の結びつきを形成し、風格が感じられる都市景観の実現、都心居住の推進により、生活利便性の高い市街

地の形成を図ります。 

【都心居住拠点】 

・ウイングプラザや栗東芸術文化会館さきらの立地条件を活かしてさらに都市機能の集積度、文化性を高め、安

心して都心居住の楽しさを味わうことができる良好な市街地環境の形成を進めます。 

・栗東芸術文化会館さきらでは、音楽をはじめとした文化活動による市民の交流の場として活用を進めます。 

・草津市や守山市と一体となった日常生活圏を踏まえ、地域住民の暮らしの利便性や快適性、拠点としての魅力

や活力の向上に向けた機能誘導を図りつつ、暮らしの豊かさを実感できる住宅市街地の形成を目指します。 

・栗東駅周辺は、ＪＲやまちづくり団体などとの連携を図りながら、広域交通の結節拠点として観光・地域情報

の発信を戦略的に進めるとともに、都市と森林・田園地域の交流の場として積極的な活用を進めます。 

・建築物の高さや色彩などに統一感があり、緑あふれる良好な都市景観の形成を進めます。 
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地域別構想図 
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（４）栗東駅前地区地区計画（平成５年５月都市計画決定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

17 

３．土地利用の現状 

 

 

 

 

・栗東駅東口周辺は、(都)栗東駅前線、(都)栗東駅野尻線、(都)苅原綣線などの道路網が整備され、

整然とした街区が形成されている。 

・アルプラザ栗東などの商業施設、ウイングプラザ内のコミセンや図書館、児童館、および さきら

などの公共公益施設、その他に銀行、ホテルなどが揃い、都市機能の集積する地区といえる。 

・また、(都)栗東駅前線の南側の街区やロータリー北側の街区などには、ウィングビューなどの高層

マンションが立ち並び、多数の市民が暮らす場である。 

・東口周辺には更地が少なく、その多くは月極駐車場やコインパーキングとして利用されている。 

(

都)

栗
東
駅
前
線 

(

都)

栗
東
駅
野
尻
線 

(都)苅原綣線 
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店舗併用共同住宅 

（１Ｆ部分） 

歯科クリニック 

 

店舗併用共同住宅 

（１Ｆ部分） 

空 

 

テナントビル（１Ｆ） 

パン 新聞 雑貨 
クリー
ニング 

美容
院 

飲食
店 

飲食
店 

花屋 

 

テナントビル（１Ｆ） 

美容院 学習塾 
カフェ 
飲食 

飲食店 不動産 カフェ 
パソコン 
教室 

歯科 
医院 

 

店舗併用共同住宅 

（１Ｆ部分） 

飲食(居酒屋) 

 

テナントビル（２Ｆ） 

婦人クリニック 

薬局 居酒屋 居酒屋 
ラー 
メン 

 

店舗併用共同住宅（１Ｆ部分） 

メガネ 
販売 

美容院 空 
ネイル
サロン 

 

店舗併用共同住宅 

（１Ｆ部分） 

歯科 
医院 

ヤマハ 
音楽 

 

店舗併用共同住宅 

（１Ｆ部分） 

美容院 

 

テナントビル(5Ｆ) 

事務所 事務所 

事務所 

事務所 

空 事務所 事務所 

学習塾 

 

テナントビル(２Ｆ) 

 歯科医院 学習塾 ジム 

事務所 理髪店 美容院 居酒屋 薬局 駐車場 

 

■栗東駅東口周辺の

建物（テナント） 

の状況 

ウイングプラザ(４Ｆ) 

ボーリング 
管理
事務 

研修
室 

研修
室 

研修
室 

研修
室 

研修
室 

ジム コミセン大宝東 学習塾 

児童館 図書館 本屋 学習塾 ビル管理 事務所 

ドラ
ッグ 

エス
テ 

クリ
ーニ
ング 

介護 
精肉
店 

カメ
ラ店 

空 飲食 飲食 飲食 
防災
セン
ター 

 

 

アルプラザ（５Ｆ） 

駐車場 

駐車場 

家具 雑貨 雑貨 
幼児
教室 

英語
塾 

平和堂 専門店 

平和堂 専門店 飲食 

 

(

都)

栗
東
駅
前
線 

京都 

銀行 

英語塾 
事務所 

事務所 

事務所 

薬局 

皮膚医院 

ホテル 

滋賀 

銀行 


